
      

       
令和 6年度 和光幼稚園「園だより」 

大丈夫と 9歳の壁 

 1月 23日（木）は、年長の参観日でした。参観の終了後、5人ほどのグループに分かれて、「入学への期待と不

安」というテーマでのトーク会でした。それぞれ付箋紙に期待と不安について書いていただき、それをもとに話し合

いをしました。 

 あるグループでは、期待について「小学校ごっこをしている。不安もあるがステータスが上がるのを楽しみにして

いる。」「仲のいい子と行けるの楽しみにしている。」「お姉ちゃんがいるので楽しみにしている。」、また、不安につい

ては、「不安がある。幼稚園がいいと言っている。」「好き嫌いがあるので、給食を時間内で食べられるか心配してい

る。」「文字は事前にどれくらい教えればいいのか。」まだ経験したことのない小学校のことに不安は出てくると思い

ますが、大人の方からは「新しいことだから、楽しみにしよう。友達もみんな同じだよ。」と安心するような言葉か

けが大切だと思います。 

 話は変わりまして、令和３年度に和光幼稚園で、大草野小学校と嬉野小学校の校長先生と１年生の担任の先生、そ

して、近隣の幼稚園の先生方に来園いただいて、幼稚園と小学校の連携について研究保育をしました。その時に１年

生の担任の先生から、「１年生が入学したすぐは、一つは差が大きすぎる。片かなや漢字、かけ算まで知っている子

もいれば、名前も書けない子もいる。二つ目は、癖がついていて、なかなか治らない。鉛筆の握り方や書き順は１年

経っても直すのが難しい。」という話がありました。 

 確かに、小学校１年生でひらがな、すぐにカタカナ、そして漢字がでてきます。ただし、早く教え過ぎると、分か

っている子は先生の話を聞かず、癖がついてしまっていたりと、返って遅れてしまうこともあるようです。私は小学

校の教員で、１年担任もさせていただいてので、実感として分かります。 

 ９歳の壁については、小学校３・４年生の頃です。心理面では、自信をなくしたり、自己肯定感が低くなったり、

友達関係も悩む時期です。また、学習面では抽象的な内容が出て来ることも要因です。少数、分数、そして、単位換

算、割合が出てきます。文章題を解くときに「先生、何算ですか。」と聞いて来る子がいました。ただ、文章題の内

容を理解せず、機械的な計算ならできる。考える力が必要になることが、９歳の壁です。 

 一つは、考える力が必要であり、二つ目は、体験です。考える力を育てるために読み語りや読書も大切でしょう。幼

児期から徐々に継続して育てることが必要です。そして、体験も大切です。例えば、料理の手伝いをして、100ccや

１ℓ を体験していると、単位換算もイメージしやすいでしょう。これも幼児期からの体験が必要です。ただ、本人の

関心や意欲があることにはどんどん挑戦させてほしいと思います。 

＊４月の行事予定＊ 

1日（火）入園式（在園児は通常保育） 

７日（月）始業式（１号認定 1学期開始） 

２３日（水）保育参観日・クラス懇談会 

３月の行事予定 

３日（月）誕生会・ひなまつり   

４日（火）避難訓練 

１２日（水）お弁当の日・お別れ遠足           

  ２１日（金）全園児１５時降園（卒園式準備の為・14時～15時お迎え） 

２２日（土）【第 5２回 卒園式】（年長児・年長児保護者のみ参加） 

        土曜預かり保育なし 

２４日（月）修了式（通常通り１日保育） 

２５日（火）春休み開始（１号認定のみ）預かり保育あります・新入園児教材うけとり 

３１日（月）全園児１５時降園（入園式準備の為・14時～15時お迎え） 

 

  ※質問等ありましたら、お気軽にお尋ねください 



 

お知らせ 

◆ １２日（水）は、お別れ遠足です。（２歳児クラス以上→和泉式部公園）  

保護者同伴ではありません。 

 

◆ ２１日（金）・３１日（月）は、行事前準備の為、全園児１５時までにお迎をお願いします。 

（14時～お迎え可能です） 

   

◆年長児は、卒園式後も 3月末まで登園できます。年長児は欠席の連絡は必要ありません。 

給食もありますので、食数確認の為に 9時までに登園をお願いします。 

 

★英語教室（火曜日）…4日・5日・11日・18日 

★体育教室（金曜日）…7日・14日・21日 

   

☆いよいよ 3月。あっという間に卒園・進級の季節となりました。まずは、年長さんは卒園に向け 

  毎日の時間を大切に過ごしたいと思っています。在園児さんもさみしい気持ちになるでしょう。 

職員も最後の日までしっかり向き合っていきたいと思っています。 

4月の進級・入学に向け子どもたちはドキドキ・わくわく！ 

色々な感情を経験しながら育ち・成長していく子どもたちをこれからも見守り、応援していきたい 

と思います。 

 

  

 


